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愛知県印刷工業組合

美瑛冬景色
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巻頭言

　新年の幕明けにあたり、一言ごあいさつを申
し上げます。
　昨年は印刷従業員の胆管がん発症問題を受け、
業界全体の労働安全衛生のあり方が問われた一
年となりました。印刷各社にとっても自社の労
務環境を見直す大切な機会になったのではない
かと思います。
　私たち企業経営者は利益を追求する一方で、
そこに関わる誰かに重大な犠牲を強いることが
あってはなりません。全印工連はもとより日印
産連の素早い対応のお陰で、厚労省から業界の
姿勢が認められ評価が高まっていますが、愛知
県印刷工業組合としては昨年から取り組んでい
る社員のメンタルヘルスケアの啓発を含め、職
場環境の整備を更に進めてまいります。
　近年は国内経済の成熟化、少子高齢化など
で市場環境が大きく変化し、私たちのお客様と
なる地域の企業や商店は閉塞感に満ちています。
印刷物を受注することだけに固執し、採算度外
視の価格競争を繰り広げるようなビジネスでは、
お客さまの課題解決にならないばかりか、自社
の存続すら危うくなります。
　お客様が私たちに期待しているのは単なる
印刷物のコストダウンではなく、販促や集客の
効果が期待できる商品やサービスです。これか

らの印刷業は、お客様の困りごとを解決するソ
リューションプロバイダーの役割を担っていか
なくてはなりません。そのためには、それぞれ
の企業が困りごとを解決できる能力を身に着け
ると同時に、それを継続できるだけの経営基盤
の確立が求められます。
　愛印工は、従来から開催している「見える
化」をベースとした健全経営のためのＭＩＳ
（経営情報システム）の勉強会を始め、有益な
学びの場を提供してまいりました。また、４月
からは地域貢献の指標となるＣＳＲ（企業の社
会的貢献）の認定事業に取り組んでまいります。
地域に最も密着していると言われる印刷業が牽
引車となり、健全な企業理念のもと社会貢献す
る風土づくりを印刷業界から発信していこうと
しています。
　壮大な目標ですが、まずは自社の立ち位置を
明確にして、私たち印刷業が地域に無くてはな
らない存在になることを目指します。愛印工は、
これからも企業規模には関係なく、やる気のあ
る企業の支えとなるよう様々な情報を提供して
まいりますので、よろしくお願いします。
　最後になりましたが、2013年が皆様にとって
実りある一年になりますよう祈念いたしまして、
新年のごあいさつとさせていただきます。

「印刷業が牽引車となり
   社会に貢献する風土づくりを発信」

愛知県印刷工業組合理事長　木野瀬  吉孝



　■教育へのさらなる関心を！
　冒頭、挨拶に立った木野瀬吉孝理事長は、「理事
長を経験させていただいて半年以上が過ぎましたが、
特に感じることは、計画以外のことがさまざま起き
てくることです。例えば、胆管がん問題や県からの
委託を受けたメンタルヘルス対策の推進などがあり
ます。いずれも大変大きなテーマで、従業員の皆さ
んの安心・安全をどのような形で確保するのか、組
合としてしっかり受け止めなくてはならないと思っ
ております。幸いにして、皆さん方の協力のおかげ
で前に進めることができ、そして結果を作れること
ができています。非常にありがたいです」と感謝の
意を表した。
　さらに、木野瀬理事長は、「いろいろなセミナー
などを開催していますが、正直、他で行なわれてい
るセミナーに比べて、きわめてレベルが高く、また
参加する人も非常に勉強熱心です。前髙井理事長は
教育にすごく力を入れてこられました。私はそれを
引き継いで、さらに発展させていこうと思っていま
す。教育は嘘をつきません。組合は、情報や教育の
機会を惜しみなく与えますが、それを享受していた
だくのはそれぞれの企業の役目になります。企業の
姿勢、考え方次第ですので、今後とも大いに利用し
ていただくことを願っております」と、教育の必要

性と参加への姿勢を強調しました。
　次いで、木野瀬理事長を議長に議案審議に入りま
した。
　組合員の加入脱退の件では、「加入はなし、脱退
は２社」の報告があり、平成24年度決算見込みの件
では、平成24年度一般会計収支決算見込み（平成24
年度10月現在）を、加藤専務理事が説明し承認され
ました。
　愛知県との交渉の件では、岩瀬清組織・共済委員
長が、「県の積算見積りの予定金額に明らかにダン
ピングの疑いのあるものがあり、ヒヤリングをして
欲しいとの要望に対し、次回の交渉で具体的な話が
聞けるよう約束をしてきた」との報告がありました。
　平成24年度委員会事業の件では、①組織・共済委
員会（岩瀬委員長）、②経営革新委員会（木村吉伸
委員長）、③マーケティング委員会（鬼頭則夫委員
長）、④教育委員会（松岡祐司委員長）、⑤労務・
新人教育委員会（酒井良輔委員長）、⑥青年会（名
古屋而立会・山田慎二担当理事）、⑦三役直轄事業
（細井俊男副理事長）から、経過報告がありました。
　この中で、細井副理事長から平成25年開催の「第
４回ポスターグランプリ」についての発言があり、
「当初の計画では富山、石川の各工組も参加の予定
でしたが、諸般の事情で見送りになりました。

　愛印工組の平成24年度12月期理事会（第６回）、支部長

会（第２回）が、12月7日15時30分よりメディアージュ

愛知において開催され、今後の事業予定などが確認されまし

た。中でも、平成25年新春「新年互礼会」への多数の参加

をして欲しいと依頼され、また、４月からスタートする新

入社員研修会に関連し、助成金制度「キャリア形成促進助成

金」と正社員教育対象の「成長分野等人材育成奨励金」など

の説明が行われ、また、第４回ポスターグランプリのテーマ

が「技（わざ）」に決まったことが報告されました。出席者

は21名。（司会進行は加藤修専務理事が努めました）

　今回のテーマは“技（わざ）”です。作品募集は
学生だけでなく、広く一般からも受け付けることに
なりました。また、同時開催として、MUDポスター
作品も募集します」との報告がありました。
　その他の件における報告事項は以下のとおりです。
　・自動車事故費用共済保険の件：愛知県商工共済
協同組合（愛知火災共済協同組合）の対物担保特約
付「自動車事故費用共済」を紹介。
　・経営革新委員１名増員の件：山下真一氏（㈱ア
イエフの増員を承認。
　・全印工連「勝ち残り合宿ゼミ」の件：中小企業
の印刷会社を対象に、「なぜ苦しいのか」「なぜ儲
からないのか」を具体的な数値管理と客観的な分析
の方法を学ぶ合宿形式のセミナーを開催します。た
だ、西日本会場は開催日が過ぎましたので、参加希
望の向きは、中日本会場での１月11日㈮～12日㈯
に、東日本会場での１月25日㈮～26日㈯に開催され
るゼミに参加下さい。会場は、中日本／名古屋ガー
デンパレス、東日本／晴海グランドホテルになりま
す。（別項参照）
　・「JUMP中部2013」の件：㈳日本印刷技術協会
主催によるJAGAT地域会員の集いが１月24日開催
されます。（別項参照）。
　■今後の事業予定
　今後の事業予定について、以下の事項が確認され
ました。
　(1)平成24年度　鉛・有機溶剤取扱者健康診断（後
期）（労務・新人教育委員会）
　検診委託先：㈳オリエンタル労働衛生協会、㈶名
古屋公衆医学研究所＝受診申込み時に選択
　期日／平成24年10月～平成25年３月
　会場／受診申込み各事業所
　申込み／随時
　(2)平成25年新春新年互礼会（組織・共済委員会）
　期日／平成25年１月16日㈬
　会場／名古屋東急ホテル
　記念講演／講師：島村博之氏（全印工連会長）、
演題：「全印工連会長メッセージ」
　参加費／愛印工組合員：記念講演会（１人3,000
円）、祝賀会（１人13,000円）、組合員以外：記念講
演会（１人5,000円）、祝賀会（１人16,000円）。
　(3)平成24年度第２回Adobe CSテクニカルセミナー
（教育委員会）の開催。（別項参照）
　(4)冊子「オペレータ教育用・基本から解る枚葉オ
フセット印刷技術」の購読とりまとめ。（冊子の内

容については別項参照）
　(5)平成24年度第２回マーケティングセミナー
（マーケティング委員会）
　期日／平成25年２月12日㈫　18：30～20：30
　会場／ウインクあいち1301会議室
　講師／加藤洋一氏（㈱USP代表取締役）
　※詳細調整中
　(6)平成24年印刷寺小屋（三役直轄事業／運営：経
営革新委員会）
　期日／平成25年３月４日㈪　18：30～20：00
　会場／メディアージュ愛知３階会議室
　講師／酒井良輔氏（知多印刷㈱代表取締役社長）
　※詳細調整中
　(7)平成25年新入社員研修会（労務・新人教育委員
会）
　期日／平成25年４月～９月
　会場／メディアージュ愛知３階会議室
　※対象助成金制度として、⑴キャリア形成促進助
成金（新入社員対象）と ⑵成長分野等人材育成奨励
金（正社員対象）を申請することができます。（助
成金の詳細は別項参照）
　理事会終了後、支部長会に移り、①平成25年新
春「印刷と関連業界  新年互礼会」参加者動員の件、
②支部新年会開催日調査の件が話合われました。
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■愛印工組・12月期／理事会、支部長会開催

□新年互礼会への出席を要請

□新入社員研修会（４月～９月）の開催

□「第４回ポスターグランプリ」のテーマは“技（わざ）”

新入社員・正社員教育に
キャリア形成助成金、人材育成奨励金の活用を！

平成24年度12月期理事会、支部長会
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成金の詳細は別項参照）
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新入社員・正社員教育に
キャリア形成助成金、人材育成奨励金の活用を！

平成24年度12月期理事会、支部長会



　愛印工組では、今年も下記の内容での社員研修会を４月か
ら９月に掛けて行います。昨年同様、多数の皆様方の参加を
お待ちしています。
　研修会を受講することで、人材育成に関する助成金制度
「キャリア形成促進助成金」と印刷会社のための新入社員研
修における「成長分野等人材育成支援事業奨励金」の申請を
行うことができます。
　「キャリア形成促進助成金」での訓練等支援給付金は、雇
用する労働者のキャリア形成を促進するために、年間計画に
基づいて訓練等行った事業主に対し、その経費と訓練期間に
支払った賃金の一部が助成されるものです。この訓練支援給
付金には５種類ありますが、その中で、当組合では、新卒採
用の新入社員に対するものを紹介すると共に、OFF-JTとし

て利用できるカリキュラムを用意しています。
　一方の「成長分野等人材育成支援事業奨励金」は、健康・
環境分野の人材育成のための職業訓練を実施する事業主への
奨励金制度になります。例えば、貴社でウェブコンテンツ制
作をされている場合で、下表の「WEBコンテンツ制作コー
ス」「及びWEBコンテンツ制作コース／フォローアップ」
に参加すれば申請の対象になります。
　※活用される場合は、平成25年３月までに計画書及び申
請書を愛知労働局あいち雇用助成室へ提出し、提出日の前日
から６ヶ月以内に訓練を開始することが条件となります。
　※申請手続きは、個々の企業で行っていただきます。
（各助成金及び奨励金の具体的な内容は、先月号と今月号で
詳報していますので参考にして下さい。）

－ 14 － － 15 －

平成25年度「印刷会社の社員研修」カリキュラム
愛知県印刷工業組合

｢■共通コース、■共通コース／フォローアップ、■営業コース、■製造コース、■制作コー
ス、■制作（中級）・WEBコンテンツコース、■制作（中級）・WEBコンテンツコース／フ
ォローアップ」の７コース

■共通コース：職種に関係なく「印刷会社の新入社員としての基礎」を学びます

■共通コース：「印刷会社の新入社員としての基礎」のフォローアップ（要点の再確認等）

■営業コース：「印刷会社の営業社員として必要な基礎知識」を学びます

■製造コース：「印刷会社の印刷現場で働く社員として必要な基礎知識」を学びます

■制作コース：「印刷会社の政策担当者として必要な基礎知識とDTPの基礎技術」を学びます

■制作（中級）・WEBコンテンツコース：「WEBコンテンツ制作担当者として必要な知識と技術」を学びます
　※新入社員以外の参加可…制作担当者が行うマーケティングとディレクションについての基礎知識があり、WEBコンテンツ制作についての
　　基礎技術を習得済みの方を対象とした内容です。

■制作（中級）・WEBコンテンツコース／フォローアップ：「WEBコンテンツ制作担当者としての必要な知識と技術」の要点を再確認します
　※新入社員以外の参加可…WEBコンテンツ制作についての基礎知識を習得済みの方を対象とした内容です
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■共通コース

■共通コース／フォローアップ

■営業コース

■製造コース

■制作コース

■制作（中級）・WEBコンテ
ンツコース
※制作担当者が行うマーケティング
とディレクションについて基礎知
識があり、WEBコンテンツ制作の
基礎知識を習得済みの方が対象

■制作（中級）・WEBコンテ
ンツコース／フォローアップ
※上記⑧のフォローアップ講座

　愛知県印刷工業組合（木野瀬吉孝理事長）労務・新人教育委員
会では、社員教育に関する助成金及び平成25年度新入社員（新卒
者）採用にあたっての助成金制度説明会を11月27日メディアー
ジュ愛知において開催した。
　説明会では、企業の人材育成と労働者のキャリア形成のための
助成金「キャリア形成促進助成金」、健康・環境分野の人材育成
に取り組む「成長分野等人材育成支援事業奨励金」について、愛
知労働局職業安定部職業対策課「あいち雇用助成室」の久保裕人、

安藤慎悟の両氏が説明を行った。
　キャリア形成促進助成金には、①専門的な訓練に対する助成
（一般職業訓練）、②短時間労働者への訓練に対する助成（短時
間等職業訓練）、③OJT付き訓練の内認定実習併用職業訓練に対
する助成、④OJT付き訓練の内有期実習型訓練に対する助成、⑤
自発的な職業能力開発の支援に対する助成（自発的職業能力開
発）の５種類がある。このうち、①、②、③に関しては先月号で
詳報したので、今月号では、④、⑤について詳報する。

　■OJT付き訓練のうち有期実習型訓練に対する助成
　OJT付き訓練のうち、都道府県労働局が訓練基準に適合す
る旨の確認を行なった「有期実習型訓練」を、フリーターな
ど職業能力形成機会の少ない人、または、新規学卒者に対し
て実施する事業主に対して助成金を支給。
　【訓練コースの基本要件】
　①企業内でのOJTと教育訓練期間で行なわれるOFF-JTを
効果的に組み合わせて実施する訓練であること。
　②実施機関が３ヶ月超６ヶ月以下であること。（※1）
　③総訓練時間が６ヶ月あたりの時間数に換算して425時間
以上であること。（※2）
　④総訓練時間に占めるOJTの割合が２割以上８割以下であ
ること。ただし、訓練修了後、通常の労働者に転換される場
合には、総訓練時間に占めるOJTの割合が１割以上９割以下
であること。
　⑤訓練修了時に評価シート（ジョブ･カード様式４号）に

より職業能力の評価を実施すること。
　（※1）次の①、②の場合は、実施期間の特例がある。①
資格取得にあたって、6ヶ月を超える期間が必要なもののほ
か、農業などその業界へ就職するにあたって必要とされる職
業能力の習得には６ヶ月の訓練期間では不足であり、１年間
の訓練期間が必要となるものについては訓練期間が３ヶ月超
１年以下となる。②有期実習型訓練をトライアル雇用と併用
する場合は、訓練期間が３ヶ月となる。
　（※2）必要な総訓練時間の計算方法は、訓練実施期間
を年、月、日ごとに分けて換算したうえで合算する。（○
月／６×425時間）＋（○日（１ヶ月未満の端数分）／
182.5×425）≦総訓練時間。
　【訓練対象者】
　次のイ、ロいずれにも該当する者。
　イ）新たに雇い入れた雇用保険の被保険者等、または、す
でに雇用している短時間等労働者。

－ 16 － － 17 －

■雇用対策事業助成金説明会

企業の人材育成と労働者のキャリア形成のための助成金の活用

「キャリア形成促進助成金」

愛知労働局あいち雇用助成室の
久保氏と安藤氏（右）

平成25年度「印刷会社の
社員研修会」受講料一覧
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　ロ）登録キャリア･コンサルタント（※3）が交付した
ジョブ･カードにより、職業能力形成機会に恵まれなかった
者（※4）であって、安定的な雇用に就くためには、有期実
習型訓練に参加する必要があると認められた者、または、新
規学卒者（訓練開始日に学校などを卒業･修了した後３ヶ月
を経過していない者）。
　（※3）「登録キャリア･コンサルタント」とは、ジョブ･
カード講習（厚生労働省または厚生労働省により委託を受け
た登録団体によって実施される講習）を受講し、厚生労働省
または登録団体に登録されたキャリア･コンサルタントのこ
とをいう。ジョブ･カードは、登録キャリア･コンサルタント
に限り、交付することができる。
　（※4）「職業能力形成機会に恵まれなかった者」とは、原則
として訓練を実施する分野において過去５年以内におおむね
３年以上連続して常用雇用されたことがない者のことをいう。
　【支給内容】
　〔通常の労働者を対象にした場合〕
　OFF-JTに対する助成－①訓練に要した経費の３分の１に
相当する額を支給。対象となる経費：事業内で自ら行なう場
合･･･部外講師の謝金、施設の借り上げ料、教材費など。事
業外の教育訓練機関に委託して行なう場合･･･入学料、受講
料。実施時間に対して支払われた賃金の３分の１に相当する
額を支給（時間数の上限は、認定訓練を除き、１人１コース
あたり1,200時間）。
　OJTの実施に対する助成－訓練の実施時間に応じて、受講
者１人につき１時間600円を支給（１人あたり408,000円
を限度）。
　〔短時間労働者を対象にした場合〕
　OFF-JTに対する助成－訓練に要した経費の２分の１に相
当する額を支給。対象となる経費：事業内で自ら行なう場合
･･･部外講師の謝金、施設の借り上げ料、教材費など。事業
外実施時間に対して支払われた賃金の２分の１に相当する額
を支給（時間数の上限は、認定訓練を除き、１人１コースあ
たり1,200時間）。の訓練機関に委託して行なう場合･･･入
学料、受講料。
　OJTの実施に対する助成－訓練の実施時間に応じて、受講
者１人につき１時間600円を支給（１人あたり408,000円
を限度）。
　※受講者が短時間労働者かどうかの判定の時点は、訓練開
始時とする。ただし、訓練期間中に通常の労働者に転換した
場合などは、通常の労働者に対する訓練とみなされる。

　■自発的な職業能力開発の支援に対する助成（自発的職業
能力開発）
　従業員の自発的な能力開発を支援するために、自発的職業
能力開発経費負担制度（※1）、または、職業能力開発休暇
制度（※2）を就業規則または労働協約に設け、従業員の能
力開発に要する経費の負担や職業能力開発休暇の付与を行な
う事業主に対して助成金を支給。
　（※1）「自発的職業能力開発経費負担制度」とは、従業
員が自発的な職業能力を行なう際に、事業主がこれに要する
経費の一部または全部を負担する制度であって、労働協約ま
たは就業規則に定められているものをいう。（以下、「経費
負担制度」という）。
　（※2）「職業能力開発休暇制度」とは、従業員が自発的
な職業能力開発を行なう際に、事業主が「職業能力開発休 
暇」を付与する制度であって、労働協約または就業規則に
定められているものをいう。（以下、「休暇制度」という）。
職業能力休暇制度とは、自発的な職業能力開発を行なう労
働者に対して事業主が付与する休暇をいい、労働基準法第
39条の規定による年次有給休暇とは区別される。
　【訓練コースの基本要件】
　①教育訓練機関等により実施される訓練であること。
　②訓練時間が10時間以上であること（職業能力検定、
キャリア･コンサルティングについては時間要件なし）。
　③業務命令ではなく、労働者が自発的に受講する教育訓練、
職業能力検定、キャリア･コンサルティングであること。
　【支援対象者】
　雇用保険の被保険者。
　【支給内容】
　〔経費助成〕事業主が負担した職業能力開発に要した経費
の2分の1に相当する額を支給。
　※経費助成を申請する場合は、経費負担制度を設ける必要
がある。
　〔賃金助成〕訓練時間に応じて支払った賃金の２分の１
に相当する額を支給。時間数の上限は、１人１コースあたり
1,200時間。（学校教育法に基づく大学･高等専門学校･職
業能力開発促進法による職業能力開発総合大学校、職業能力
開発大学校・職業能力開発短期大学校において自発的職業能
力開発を受ける場合は1,600時間を限度）。
　※賃金助成を申請する場合は、休暇制度を設ける必要がある。
　〔制度導入に対する奨励金〕各制度導入後３年以内に、そ
の制度を利用して訓練を受講した者が発生した場合に15万

円を支給。（１制度につき１事業所１回限り）。
　また、各制度利用者１人につき５万円を支給。（１事業所
あたり、経費負担制度および休暇制度の合計で述べ20人を
限度）。
　〔制度の利用促進に対する奨励金〕制度の導入後３年間が
経過した中小企業の事業主に対し、制度利用者が過年度の年
間計画における最大利用者数を１人上回るごとに２万円を支
給。（年間５人分、計10万円を限度）。
　■助成対象とならない職業訓練等の例
　【OFF-JT訓練コースのうち助成対象とならないもの】
　①職業又は職務に間接的に必要となる知識・技能を習得さ
せる内容のもの（職務に直接関連しない訓練）　例：普通自
動車（自動二輪車）運転免許の取得のための講習など。②職
業又は職務の種類を問わず、職業人として共通して必要とな
るもの。例：接遇・マナー講習等社会人としての基礎的なス
キルを習得するための講習等。③趣味教養を身に付けること
を目的とするもの。例：日常会話程度の語学の習得等。④通
常の事業活動として遂行されるものを目的とするもの。例：
コンサルタントによる経営改善指導、品質管理のマニュアル
等の作成、業績報告会,・経営戦略会議等、社内制度・組織・
人事規則などの説明会、QCサークル活動、自社業務で用い
る機器の操作説明会、自社製品説明会、研究活動、入札にか
かわる手続きなどの説明会など。⑤実施目的が訓練に直接関
連しないもの。⑥労働安全衛生法にかかわる講習。⑦知識・
技能を目的としていないもの。⑧資格試験・適性検査等。
　②と⑥については、訓練コースが認定訓練及びOJT付き訓
練である限り助成対象となる。
　【OFF-JT訓練コースのうち助成対象とならない訓練の実
施方法】
　①通信制による訓練。②専らビデオのみを視聴して行なう
講座。③海外、洋上で実施するもの。④生産ライン又は就労
の場で行なわれるもの。⑤通常の生産活動と区別できないも
の。⑥専門的な知識・技能を有する講師により行なわれない
もの。⑦訓練の実施にあたって適切な方法でないもの。
　【用語解説】
　OFF-JT　生産ラインまたは就労の場における通常の生産
活動と区別して、業務の遂行の過程外で行なわれる職業訓練
をいう。

　OJT　事業主が行なう業務の遂行の過程内で、実務を通じ
て行なわれる実践的な技能やこれに関する知識の習得のため
の職業訓練をいう。
　認定訓練　職業能力開発促進法に基づき、都道府県知事が
厚生労働省令で定める訓練基準に適合するものであることを
認定した職業訓練のことをいう。
　ジョブ・カード　正社員採用やキャリアアップを目指す
求職者が、キャリア・コンサルティングや職業訓練を受けな
がら作成する就職活動のための書類ファイルで、「履歴シー
ト」「職務経歴シート」「キャリアシート」「評価シート」
からなる。

－ 18 － － 19 －

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 平成25年新春　新年互礼会
ところ 名古屋東急ホテル
講師：島村博之氏（全日本印刷工業組合連合会会長)
演題：全印工連 会長メッセージ
※講演会のみの参加も受け付けています。参加費
　は開催案内でご確認ください。
13,000円(組合員・講演会含）16,000円(一般・講演会含)
事業・行事 アドビテクニカルセミナー2013冬の陣
ところ ウインクあいち　1101会議室
参加費：購入社（ライセンス購入人数まで無料）
　　　未購入社 5,000円／1人　定員：90名
事業・行事 第２回マーケティングセミナー カリスマ営
 業コンサルが解き明かす「“感動”営業
 接客術」講師：加藤洋一氏（㈱U.S.P)
ところ ウインクあいち　1301会議室
参加費：組合員4,000円　一般5,000円
定員：60名　申込期日：平成25年1月31日

平成25年 
1月16日㈬
講演会
　15:30～
祝賀会
　17:20～

1月23日㈬
13:00～
　　17:00

2月12日㈫
18:30～
　　20:30

●身近な催し物のお知らせ（関連団体）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 印刷学会中部支部  冬季印刷技術
 新講座“実録”「職場診断から見る
 印刷のツボ」①
ところ 名古屋国際会議場 2号館 2階 221号
参加費：会費：7,000円（3名以上の参加費:１人に
つき5,000円)　定員：60名　全４回シリーズ
事業・行事 中部地区印刷協議会
 「平成24年度下期会議」
ところ 名古屋市中村区「キャッスルプラザ」

平成25年 
2月23日㈯
13:00～
　　17:00

2月22日㈮
　～23日㈯



　ロ）登録キャリア･コンサルタント（※3）が交付した
ジョブ･カードにより、職業能力形成機会に恵まれなかった
者（※4）であって、安定的な雇用に就くためには、有期実
習型訓練に参加する必要があると認められた者、または、新
規学卒者（訓練開始日に学校などを卒業･修了した後３ヶ月
を経過していない者）。
　（※3）「登録キャリア･コンサルタント」とは、ジョブ･
カード講習（厚生労働省または厚生労働省により委託を受け
た登録団体によって実施される講習）を受講し、厚生労働省
または登録団体に登録されたキャリア･コンサルタントのこ
とをいう。ジョブ･カードは、登録キャリア･コンサルタント
に限り、交付することができる。
　（※4）「職業能力形成機会に恵まれなかった者」とは、原則
として訓練を実施する分野において過去５年以内におおむね
３年以上連続して常用雇用されたことがない者のことをいう。
　【支給内容】
　〔通常の労働者を対象にした場合〕
　OFF-JTに対する助成－①訓練に要した経費の３分の１に
相当する額を支給。対象となる経費：事業内で自ら行なう場
合･･･部外講師の謝金、施設の借り上げ料、教材費など。事
業外の教育訓練機関に委託して行なう場合･･･入学料、受講
料。実施時間に対して支払われた賃金の３分の１に相当する
額を支給（時間数の上限は、認定訓練を除き、１人１コース
あたり1,200時間）。
　OJTの実施に対する助成－訓練の実施時間に応じて、受講
者１人につき１時間600円を支給（１人あたり408,000円
を限度）。
　〔短時間労働者を対象にした場合〕
　OFF-JTに対する助成－訓練に要した経費の２分の１に相
当する額を支給。対象となる経費：事業内で自ら行なう場合
･･･部外講師の謝金、施設の借り上げ料、教材費など。事業
外実施時間に対して支払われた賃金の２分の１に相当する額
を支給（時間数の上限は、認定訓練を除き、１人１コースあ
たり1,200時間）。の訓練機関に委託して行なう場合･･･入
学料、受講料。
　OJTの実施に対する助成－訓練の実施時間に応じて、受講
者１人につき１時間600円を支給（１人あたり408,000円
を限度）。
　※受講者が短時間労働者かどうかの判定の時点は、訓練開
始時とする。ただし、訓練期間中に通常の労働者に転換した
場合などは、通常の労働者に対する訓練とみなされる。

　■自発的な職業能力開発の支援に対する助成（自発的職業
能力開発）
　従業員の自発的な能力開発を支援するために、自発的職業
能力開発経費負担制度（※1）、または、職業能力開発休暇
制度（※2）を就業規則または労働協約に設け、従業員の能
力開発に要する経費の負担や職業能力開発休暇の付与を行な
う事業主に対して助成金を支給。
　（※1）「自発的職業能力開発経費負担制度」とは、従業
員が自発的な職業能力を行なう際に、事業主がこれに要する
経費の一部または全部を負担する制度であって、労働協約ま
たは就業規則に定められているものをいう。（以下、「経費
負担制度」という）。
　（※2）「職業能力開発休暇制度」とは、従業員が自発的
な職業能力開発を行なう際に、事業主が「職業能力開発休 
暇」を付与する制度であって、労働協約または就業規則に
定められているものをいう。（以下、「休暇制度」という）。
職業能力休暇制度とは、自発的な職業能力開発を行なう労
働者に対して事業主が付与する休暇をいい、労働基準法第
39条の規定による年次有給休暇とは区別される。
　【訓練コースの基本要件】
　①教育訓練機関等により実施される訓練であること。
　②訓練時間が10時間以上であること（職業能力検定、
キャリア･コンサルティングについては時間要件なし）。
　③業務命令ではなく、労働者が自発的に受講する教育訓練、
職業能力検定、キャリア･コンサルティングであること。
　【支援対象者】
　雇用保険の被保険者。
　【支給内容】
　〔経費助成〕事業主が負担した職業能力開発に要した経費
の2分の1に相当する額を支給。
　※経費助成を申請する場合は、経費負担制度を設ける必要
がある。
　〔賃金助成〕訓練時間に応じて支払った賃金の２分の１
に相当する額を支給。時間数の上限は、１人１コースあたり
1,200時間。（学校教育法に基づく大学･高等専門学校･職
業能力開発促進法による職業能力開発総合大学校、職業能力
開発大学校・職業能力開発短期大学校において自発的職業能
力開発を受ける場合は1,600時間を限度）。
　※賃金助成を申請する場合は、休暇制度を設ける必要がある。
　〔制度導入に対する奨励金〕各制度導入後３年以内に、そ
の制度を利用して訓練を受講した者が発生した場合に15万

円を支給。（１制度につき１事業所１回限り）。
　また、各制度利用者１人につき５万円を支給。（１事業所
あたり、経費負担制度および休暇制度の合計で述べ20人を
限度）。
　〔制度の利用促進に対する奨励金〕制度の導入後３年間が
経過した中小企業の事業主に対し、制度利用者が過年度の年
間計画における最大利用者数を１人上回るごとに２万円を支
給。（年間５人分、計10万円を限度）。
　■助成対象とならない職業訓練等の例
　【OFF-JT訓練コースのうち助成対象とならないもの】
　①職業又は職務に間接的に必要となる知識・技能を習得さ
せる内容のもの（職務に直接関連しない訓練）　例：普通自
動車（自動二輪車）運転免許の取得のための講習など。②職
業又は職務の種類を問わず、職業人として共通して必要とな
るもの。例：接遇・マナー講習等社会人としての基礎的なス
キルを習得するための講習等。③趣味教養を身に付けること
を目的とするもの。例：日常会話程度の語学の習得等。④通
常の事業活動として遂行されるものを目的とするもの。例：
コンサルタントによる経営改善指導、品質管理のマニュアル
等の作成、業績報告会,・経営戦略会議等、社内制度・組織・
人事規則などの説明会、QCサークル活動、自社業務で用い
る機器の操作説明会、自社製品説明会、研究活動、入札にか
かわる手続きなどの説明会など。⑤実施目的が訓練に直接関
連しないもの。⑥労働安全衛生法にかかわる講習。⑦知識・
技能を目的としていないもの。⑧資格試験・適性検査等。
　②と⑥については、訓練コースが認定訓練及びOJT付き訓
練である限り助成対象となる。
　【OFF-JT訓練コースのうち助成対象とならない訓練の実
施方法】
　①通信制による訓練。②専らビデオのみを視聴して行なう
講座。③海外、洋上で実施するもの。④生産ライン又は就労
の場で行なわれるもの。⑤通常の生産活動と区別できないも
の。⑥専門的な知識・技能を有する講師により行なわれない
もの。⑦訓練の実施にあたって適切な方法でないもの。
　【用語解説】
　OFF-JT　生産ラインまたは就労の場における通常の生産
活動と区別して、業務の遂行の過程外で行なわれる職業訓練
をいう。

　OJT　事業主が行なう業務の遂行の過程内で、実務を通じ
て行なわれる実践的な技能やこれに関する知識の習得のため
の職業訓練をいう。
　認定訓練　職業能力開発促進法に基づき、都道府県知事が
厚生労働省令で定める訓練基準に適合するものであることを
認定した職業訓練のことをいう。
　ジョブ・カード　正社員採用やキャリアアップを目指す
求職者が、キャリア・コンサルティングや職業訓練を受けな
がら作成する就職活動のための書類ファイルで、「履歴シー
ト」「職務経歴シート」「キャリアシート」「評価シート」
からなる。

－ 18 － － 19 －

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 平成25年新春　新年互礼会
ところ 名古屋東急ホテル
講師：島村博之氏（全日本印刷工業組合連合会会長)
演題：全印工連 会長メッセージ
※講演会のみの参加も受け付けています。参加費
　は開催案内でご確認ください。
13,000円(組合員・講演会含）16,000円(一般・講演会含)
事業・行事 アドビテクニカルセミナー2013冬の陣
ところ ウインクあいち　1101会議室
参加費：購入社（ライセンス購入人数まで無料）
　　　未購入社 5,000円／1人　定員：90名
事業・行事 第２回マーケティングセミナー カリスマ営
 業コンサルが解き明かす「“感動”営業
 接客術」講師：加藤洋一氏（㈱U.S.P)
ところ ウインクあいち　1301会議室
参加費：組合員4,000円　一般5,000円
定員：60名　申込期日：平成25年1月31日

平成25年 
1月16日㈬
講演会
　15:30～
祝賀会
　17:20～

1月23日㈬
13:00～
　　17:00

2月12日㈫
18:30～
　　20:30

●身近な催し物のお知らせ（関連団体）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 印刷学会中部支部  冬季印刷技術
 新講座“実録”「職場診断から見る
 印刷のツボ」①
ところ 名古屋国際会議場 2号館 2階 221号
参加費：会費：7,000円（3名以上の参加費:１人に
つき5,000円)　定員：60名　全４回シリーズ
事業・行事 中部地区印刷協議会
 「平成24年度下期会議」
ところ 名古屋市中村区「キャッスルプラザ」

平成25年 
2月23日㈯
13:00～
　　17:00

2月22日㈮
　～23日㈯



　印刷関連業の青年組織４団体によるイベント「Print Next 2014」が、2014
年２月15日㈯に名古屋のウインクあいちで開催されることが決まった。テーマは、
「常識をぶち壊せ！　当事者の時代～新たな価値観と知識、判断力が、これからの
Insatsuの未来を創造する」。全国の志の高いリーダーたちが結集し、講演、セミ
ナー、分科会、懇親会などを通じて、学び、語り合う中で、新時代を担う価値観と
具体的な手法の獲得を目指す。参加者は全国から500人前後となる予定。

　
－新たな価値観を創造－

　「Print Next 2014」は、2004

年２月に４団体が東京で開催した合同

イベント「PRINT4」が前身となって

いる。05年に大阪、07年に宮崎（この

年に、Print Nextに名称を変更）、10

年に東京、12年に横浜と開催してき

た。全国の印刷会社の若手経営者・後

継者・幹部が一堂に会して研修、各地

域のリーダーとして必要な資質を磨く

と共に、業界の進むべき方向性につい

て価値観を共有し発信してきた。２月

15日にウインクあいち（名古屋市）

で開催する今回は実質６回目となる。

　主催する４団体は、全国青年印刷人

協議会（滝澤光正議長）、全国印刷緑

友会（井上雅博会長）、日本青年会議

所メディア印刷部会（杉山純一部会

長）、日本グラフィックサービス工業

会SPACE21（中村盟代表幹事）。

　愛知県印刷工業組合（木野瀬吉孝理

事長）が協力し、事務局も同工組内に

置く。

　運営委員会は、岸昌洋運営委員長

（札幌・㈱正文舎）、荒川壮一委員長

（名古屋・㈱荒川印刷）のもとで、名

古屋而立会（箕浦靖夫会長）など、地

元の青年会などがメンバーとなり運営

する。

　Print Next 2014の基本方針として

掲げるのは、以下の通り。

　▼未来へ繋ぐ、▼産業としての功績

を知る、▼時代の変化を体感し現状を

認識して、固定概念を一掃する、▼新

たな価値と常識、未来を創造するため

に必要な具体的な手法を学ぶ、▼今の

取り組みを学ぶ、▼それぞれの想いを

シェアし、学び合い、語り合う

　これらの方針の下、未来の印刷大賞

（小・中学生から作文・絵の募集）、

被災地の子供支援、復刻印刷企画展、

基調講演、各種セミナー、分科会、企

業出展ブース、ワールドカフェ、懇親

会などの実施を検討していく。

　具体的に決まりしだい、公式サイト

http://www.printnext,jp に順次掲載

し公表される。

　■新年互例会・記念講演会

　愛印工組「新春 新年互礼会」の席上、全
印工連島村会長を迎え、下記演題による記
念講演会を開催する。（なお、新年互礼会
は記念講演会終了後の17時20分より開
催）
　□開催日時と会場：１月16日㈬15：30
～17：00、名古屋東急ホテル
　□演題：「全印工連会長メッセージ」
　□講師：全日本印刷工業組合連合会・島
村博之会長
　□参加費：愛印工組組合員１人3,000円
（祝賀会参加者は、記念講演会無料。）

　■「JUMP中部2013」JAGAT地
域会員の集い

　公益社団法人日本印刷技術協会（JAGAT）主
催、愛知県印刷工業組合・岐阜県印刷工業
組合・三重県印刷工業組合、㈱光文堂の協
力で、「JUMP中部2013（変わる経営、変
わらぬ経営）」と題し、JAGAT地域会員の
集いが開催される。
　□内容：「これからのJAGATについ
て」塚田司郎（JAGAT会長）、「儲か
る印刷会社の収益構造をしっかり理解
しよう」花房堅（JAGAT教育コンサル
ティング部部長）、「高収益企業の共通
点～これが儲かる印刷会社の姿～」藤井
建人（JAGAT研究調査部シニアリサー
チャー）、新ビジネスはお客様視点から生
まれる～出版印刷の錦明から成長マーケッ
トへの挑戦～」塚田司郎（JAGAT会長、
錦明印刷㈱社長）の各氏から、JAGATの
最新情報に基づく経営分析から好業績企業
の実態が解説される。

－ 20 －

　□開催日時と会場：１月24日㈭15：30
～20：00、名古屋市中小企業振興会館。
　□対象：印刷業及び関連業の経営者、後
継者、幹部社員、幹部候補生など。
　□参加費：JAGAT会員、愛知・岐阜・
三重各県工組組合員、㈱光文堂招待は講演
会のみ無料。一般企業１名2,000円。
　なお、終了後、サッポロ浩養園において
懇親会が行われる。参加費１名5,500円。

　■アドビ テクニカルセミナー2013
冬の陣「いまさら聞けないPDFとカ
ラーマネージメント」

　全日本印刷工業組合連合会、愛知県印刷
工業組合主催による、アドビテクニカルセ
ミナーが開催される。
　□内容：DTPワークフローの中で最も質
問が寄せられるPDFとカラーマネージメン
トという２つのテーマに焦点を絞り、概要
から設定方法などの実践的な取り組みに至
るまで、改めてPDFとカラーマネージメン
トに対する理解を深めるための情報が提供
される。
　①PDFセッション／PDF形式についての
おさらい、PDF生成のポイント、PDF原稿
のチェックポイント、DTPワークフローの
課題、デジタルコンテンツとしてのPDF、
②カラーマネージメントセッション／カ
ラーマネージメントの概要、カラー変換に
ついて、デジタルコンテンツを扱うための
ワークフロー
　□開催日と会場：１月23日㈬13：00～
17：00　ウインクあいち。
　□講師：アドビシステムズ社より派遣。
　□参加費：全印工連特別ライセンスプロ
グラム参加事業所は契約本数の人数まで無

料、契約本数以上の人数については１人
5,000円。上記以外の事業所（各県工組
の組合員）は１人5,000円

　■「勝ち残り合宿ゼミ（第1期生）」

　全日本印刷工業組合連合会（産業戦略デ
ザイン室）では、組合員の50％以上にあた
る中小規模の印刷会社の人達と、「なぜ苦
しいのか」「なぜ儲からないのか」を具体
的な数値管理と客観的な分析の方法を学ぶ、
合宿形式のセミナーを開講する。
　対象は、経営者もしくはそれに準じる次
世代の経営者候補の方で、年齢が50歳未満
までで、従業員数40名までの事業規模の企

業。１社２名まで。
　□開催日と会場：東日本会場／１月25日
㈮～26日㈯、東京・晴海グランドホテル。
　□参加費：１名：組合員30,000円、非
組合員60,000円（税込み、テキスト代、
宿泊費、懇親会費含む）
　□持参する物：冊子「ソリューションプ
ロバイダーへの進化」と「印刷産業経営羅
針盤」、会社案内、直近の決算書、電卓、
自社の代表的な事例（印刷サンプルなど）。
　□講師：島村博之全印工連会長、髙井昭
弘元全印工連副会長、産業戦略デザイン室
委員。

　日本印刷産業連合会発行
  「オペレータ教育用『基本から解る枚葉オ
フセット印刷技術』」
　日本印刷産業連合会から冊子「オペレー
タ教育用『基本から解る枚葉オフセット印
刷技術』が発行された。
　【本書の特徴】①豊富な経験に基づくト
ラブル対応事例を多くのカラー図版で解り
やすく解説、②熟練オペレータによる実際
の印刷機械の設定・操作を動画で整理、目
でみて実感できるDVD付き、③学ぶ意欲
の高いオペレータの学習を丁寧にサポート、
などがある。また、技能五輪「印刷技術職
種日本代表選手選考会」公式セミナーテキ
ストにもなっている。
　【主な内容】①印刷機概論、②オフセッ
ト印刷機各部詳細、③印刷トラブル、④保
守と点検、⑤資材・技術、⑥印刷の色管理、
⑦製版の基本、⑧表面加工の基本、⑨製
本の基本、⑩環境対応。A4版174ページ

（オールカラー）
　【DVD】Part１総合編（25分）：印刷準
備～刷了、Part２調整編（40分）：給紙部
～排紙部　※Lithrone（菊半裁機）。
　【価格】会員価格3,000円（税込）、愛
印工組組合員は会員価格。１社で10部以
上購入の場合は１冊2,7000円（税込）。
　問い合わせ先：愛印工組（担当：佐野）
　TEL052（962）5771
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Print Next 2014
“常識をぶち壊せ！”テーマに、青年４団体が名古屋に結集

講演会・セミナーの案内

本の紹介



　印刷関連業の青年組織４団体によるイベント「Print Next 2014」が、2014
年２月15日㈯に名古屋のウインクあいちで開催されることが決まった。テーマは、
「常識をぶち壊せ！　当事者の時代～新たな価値観と知識、判断力が、これからの
Insatsuの未来を創造する」。全国の志の高いリーダーたちが結集し、講演、セミ
ナー、分科会、懇親会などを通じて、学び、語り合う中で、新時代を担う価値観と
具体的な手法の獲得を目指す。参加者は全国から500人前後となる予定。

　
－新たな価値観を創造－

　「Print Next 2014」は、2004

年２月に４団体が東京で開催した合同

イベント「PRINT4」が前身となって

いる。05年に大阪、07年に宮崎（この

年に、Print Nextに名称を変更）、10

年に東京、12年に横浜と開催してき

た。全国の印刷会社の若手経営者・後

継者・幹部が一堂に会して研修、各地

域のリーダーとして必要な資質を磨く

と共に、業界の進むべき方向性につい

て価値観を共有し発信してきた。２月

15日にウインクあいち（名古屋市）

で開催する今回は実質６回目となる。

　主催する４団体は、全国青年印刷人

協議会（滝澤光正議長）、全国印刷緑

友会（井上雅博会長）、日本青年会議

所メディア印刷部会（杉山純一部会

長）、日本グラフィックサービス工業

会SPACE21（中村盟代表幹事）。

　愛知県印刷工業組合（木野瀬吉孝理

事長）が協力し、事務局も同工組内に

置く。

　運営委員会は、岸昌洋運営委員長

（札幌・㈱正文舎）、荒川壮一委員長

（名古屋・㈱荒川印刷）のもとで、名

古屋而立会（箕浦靖夫会長）など、地

元の青年会などがメンバーとなり運営

する。

　Print Next 2014の基本方針として

掲げるのは、以下の通り。

　▼未来へ繋ぐ、▼産業としての功績

を知る、▼時代の変化を体感し現状を

認識して、固定概念を一掃する、▼新

たな価値と常識、未来を創造するため

に必要な具体的な手法を学ぶ、▼今の

取り組みを学ぶ、▼それぞれの想いを

シェアし、学び合い、語り合う

　これらの方針の下、未来の印刷大賞

（小・中学生から作文・絵の募集）、

被災地の子供支援、復刻印刷企画展、

基調講演、各種セミナー、分科会、企

業出展ブース、ワールドカフェ、懇親

会などの実施を検討していく。

　具体的に決まりしだい、公式サイト

http://www.printnext,jp に順次掲載

し公表される。

　■新年互例会・記念講演会

　愛印工組「新春 新年互礼会」の席上、全
印工連島村会長を迎え、下記演題による記
念講演会を開催する。（なお、新年互礼会
は記念講演会終了後の17時20分より開
催）
　□開催日時と会場：１月16日㈬15：30
～17：00、名古屋東急ホテル
　□演題：「全印工連会長メッセージ」
　□講師：全日本印刷工業組合連合会・島
村博之会長
　□参加費：愛印工組組合員１人3,000円
（祝賀会参加者は、記念講演会無料。）

　■「JUMP中部2013」JAGAT地
域会員の集い

　公益社団法人日本印刷技術協会（JAGAT）主
催、愛知県印刷工業組合・岐阜県印刷工業
組合・三重県印刷工業組合、㈱光文堂の協
力で、「JUMP中部2013（変わる経営、変
わらぬ経営）」と題し、JAGAT地域会員の
集いが開催される。
　□内容：「これからのJAGATについ
て」塚田司郎（JAGAT会長）、「儲か
る印刷会社の収益構造をしっかり理解
しよう」花房堅（JAGAT教育コンサル
ティング部部長）、「高収益企業の共通
点～これが儲かる印刷会社の姿～」藤井
建人（JAGAT研究調査部シニアリサー
チャー）、新ビジネスはお客様視点から生
まれる～出版印刷の錦明から成長マーケッ
トへの挑戦～」塚田司郎（JAGAT会長、
錦明印刷㈱社長）の各氏から、JAGATの
最新情報に基づく経営分析から好業績企業
の実態が解説される。
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　□開催日時と会場：１月24日㈭15：30
～20：00、名古屋市中小企業振興会館。
　□対象：印刷業及び関連業の経営者、後
継者、幹部社員、幹部候補生など。
　□参加費：JAGAT会員、愛知・岐阜・
三重各県工組組合員、㈱光文堂招待は講演
会のみ無料。一般企業１名2,000円。
　なお、終了後、サッポロ浩養園において
懇親会が行われる。参加費１名5,500円。

　■アドビ テクニカルセミナー2013
冬の陣「いまさら聞けないPDFとカ
ラーマネージメント」

　全日本印刷工業組合連合会、愛知県印刷
工業組合主催による、アドビテクニカルセ
ミナーが開催される。
　□内容：DTPワークフローの中で最も質
問が寄せられるPDFとカラーマネージメン
トという２つのテーマに焦点を絞り、概要
から設定方法などの実践的な取り組みに至
るまで、改めてPDFとカラーマネージメン
トに対する理解を深めるための情報が提供
される。
　①PDFセッション／PDF形式についての
おさらい、PDF生成のポイント、PDF原稿
のチェックポイント、DTPワークフローの
課題、デジタルコンテンツとしてのPDF、
②カラーマネージメントセッション／カ
ラーマネージメントの概要、カラー変換に
ついて、デジタルコンテンツを扱うための
ワークフロー
　□開催日と会場：１月23日㈬13：00～
17：00　ウインクあいち。
　□講師：アドビシステムズ社より派遣。
　□参加費：全印工連特別ライセンスプロ
グラム参加事業所は契約本数の人数まで無

料、契約本数以上の人数については１人
5,000円。上記以外の事業所（各県工組
の組合員）は１人5,000円

　■「勝ち残り合宿ゼミ（第1期生）」

　全日本印刷工業組合連合会（産業戦略デ
ザイン室）では、組合員の50％以上にあた
る中小規模の印刷会社の人達と、「なぜ苦
しいのか」「なぜ儲からないのか」を具体
的な数値管理と客観的な分析の方法を学ぶ、
合宿形式のセミナーを開講する。
　対象は、経営者もしくはそれに準じる次
世代の経営者候補の方で、年齢が50歳未満
までで、従業員数40名までの事業規模の企

業。１社２名まで。
　□開催日と会場：東日本会場／１月25日
㈮～26日㈯、東京・晴海グランドホテル。
　□参加費：１名：組合員30,000円、非
組合員60,000円（税込み、テキスト代、
宿泊費、懇親会費含む）
　□持参する物：冊子「ソリューションプ
ロバイダーへの進化」と「印刷産業経営羅
針盤」、会社案内、直近の決算書、電卓、
自社の代表的な事例（印刷サンプルなど）。
　□講師：島村博之全印工連会長、髙井昭
弘元全印工連副会長、産業戦略デザイン室
委員。

　日本印刷産業連合会発行
  「オペレータ教育用『基本から解る枚葉オ
フセット印刷技術』」
　日本印刷産業連合会から冊子「オペレー
タ教育用『基本から解る枚葉オフセット印
刷技術』が発行された。
　【本書の特徴】①豊富な経験に基づくト
ラブル対応事例を多くのカラー図版で解り
やすく解説、②熟練オペレータによる実際
の印刷機械の設定・操作を動画で整理、目
でみて実感できるDVD付き、③学ぶ意欲
の高いオペレータの学習を丁寧にサポート、
などがある。また、技能五輪「印刷技術職
種日本代表選手選考会」公式セミナーテキ
ストにもなっている。
　【主な内容】①印刷機概論、②オフセッ
ト印刷機各部詳細、③印刷トラブル、④保
守と点検、⑤資材・技術、⑥印刷の色管理、
⑦製版の基本、⑧表面加工の基本、⑨製
本の基本、⑩環境対応。A4版174ページ

（オールカラー）
　【DVD】Part１総合編（25分）：印刷準
備～刷了、Part２調整編（40分）：給紙部
～排紙部　※Lithrone（菊半裁機）。
　【価格】会員価格3,000円（税込）、愛
印工組組合員は会員価格。１社で10部以
上購入の場合は１冊2,7000円（税込）。
　問い合わせ先：愛印工組（担当：佐野）
　TEL052（962）5771

－ 21 －

Print Next 2014
“常識をぶち壊せ！”テーマに、青年４団体が名古屋に結集

講演会・セミナーの案内

本の紹介
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　愛知県印刷工業組合ほか８団体が後援し
て開かれる、㈱光文堂（讃岐秀昭社長）新
春恒例の印刷機材総合展示会「第49回新春
機材展」が、“Make The Tomorrow（変
化は未来への投資だ）”をテーマに、１月
23日、24日の２日間、名古屋市千種区の
名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）
において開催される。
　この展示会は中部地区最大級の印刷機材
展として毎年１月に開催されており、今回
で49回目の開催となる。前回の第48回新
春機材展では、1,880社7,700名の来場
者があり、愛知・岐阜・三重の東海三県下
はもとより、関東、関西、九州などの各地
区からの来場もあり、大変な賑わいを見せ
た。特に、最新の印刷・製本関連の機材を
始め、印刷業界の抱える各種課題を解決す
るソリューションを提案し、今後の経営基
盤確立の参考に、あるいは、将来に向けて
の設備計画の方向付けをする場として、多
くの印刷関連業界の人々に認知されている。
　今回の開催は、会場の都合により水曜・
木曜の平日開催（従来は金曜、土曜の開
催）になり、来場者の動向が危惧されるが、
それを払拭する展示内容と情報提供、さら
にはイベントが企画されており、光文堂で
は「必ずや満足していただける展示会」と
意気込みを見せている。
　今回も「コラボレーション展」（29社参
加）が併催されるほか、新春機材展「特別
セミナー」も４講座が用意され開講される。
　今回の出展規模は、111社315小間（昨
年末現在）。
　■コラボレーション展出展企業
　㈱アクアス、㈱アド・フューチャー、ア
ミエ㈱、㈱エスケイワード、㈱エムアイ
シーグループ、近江印刷㈱、大西印刷㈱、
大洞印刷㈱、㈱澁谷文泉閣、㈱シルキー・
アクト、㈱大幸、㈱第一印刷、大信印刷
㈱、大日紙業㈱名古屋営業所、太平洋印刷
㈱、㈲東海タック、長瀬印刷㈱、㈱二和印
刷紙業、双葉印刷㈱、プリ・テック㈱、㈱
プレートメーキング、㈱マインドシステム、
㈱ミツモリ、㈱メイセイプリント、名東紙
工㈱、㈱ユーズ、ユニオン印刷㈱、㈱ユニ

バースパッケージ、吉岡印刷㈱、全国印刷
工業健康保険組合東海支部
　■新春機材展特別セミナー
　会期中「新春機材展特別セミナー」が開
講される。日時、講師は以下のとおり。
　□１月23日㈬11：00～12：10
　「印刷営業の紙以外！その他からの発想
力がお金になる！」白旗保則氏（グローバ
ルデザイン㈱代表）
　□１月23日㈬13：30～14：40
　「生き残る会社の条件」野口誠一氏（八
起会会長、㈱野口プランニング代表）
　□１月24日㈭11：00～12：10
　「成功するための将来の印刷業！これか
ら業界が取り組む課題・成功事例」五百旗

　■新しい年、「巳」がスタートしま
した。お正月はいかがでしたでしょ
うか？　暦の関係で多くの企業では
７日がスタートになったようですが、
今年も気合を入れて頑張りたいもの
です。組合の事業も目白押しにあり
ますので、積極的な参加をお願いい
たします。■中でも、１月16日に名古屋
東急ホテルにおいて開催します「新
春 新年互礼会」は、組合員の皆様こ
ぞって参加していただきたいと思い
ます。全印工連島村会長の講演も用
意しております。互礼会では、組合
員同士の歓談や最新情報収集の場と

頭忠男氏（日本ＷＰＡ事務局長）
　□１月24日㈭13：30～14：40
　「夕張の今と未来」～新たな可能性を創
造するまちへ～鈴木直道氏（北海道夕張市
長）
　（セミナー会場は、いずれも中小企業振
興会館４階。セミナー聴講はいずれも無
料）

して活用していただきたいと思いま
す。是非、出席をお待ちいたしてお
ります。

　訃報　―謹んでご冥福をお祈りいたします―

　■桑山印刷㈲取締役会長桑山幸雄
氏は11月18日ご逝去されました。告
別式は、11月21日「善光寺　奉安
堂」で執り行われました。
　■小出印刷㈱小出一郎社長の尊父
照雄氏は、12月17日ご逝去されまし
た。告別式は、12月19日「吹上愛昇
殿」で執り行われました。
　■㈱タツミ加藤朗社長の尊父八郎
氏は、12月17日ご逝去されました。
告別式は、12月19日「いちやなぎ中
央斎場」で執り行われました。

－ 22 －

事務局だより

■新春恒例の印刷機材総合展示会

「光文堂第49回新春機材展」
テーマ：Make The Tomorrow（変化は未来への投資だ）

日時：2013年１月23日（水曜日）、24日（木曜日）
会場：名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）
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